
海外実習機関 実習生への満足度アンケート 

実習受入機関の皆さま： 

    この度は、本校の実習生に貴重な実習機会をいただき、心よりお感謝を申し上げます。

このアンケートは、本校の実習生の実習先での仕事の状況を理解し、本校の今後の実習計

画と学生実習前訓練の参考にするために使用するものです。皆さまの貴重なアドバイスや

ご意見をいただきたく、ご協力をお願い申し上げます。 

 

東海大学 畜産及びバイオテクノロジー学科 

一、基本資料 

一、 受入機関名称﹕                               

二、 受入機関の国別： 

■ 1.日本      □ 2.アメリカ     □ 3.カナダ  □ 4.アフリカ       

□ 5.その他______  _  

三、 受入機関の業種： 

■ 1.農林業、牧畜業    

□ 2. 教育    

□ 3. 医療、保健機関及びボランティア機関 

□ 4.科学技術及びサービス業     

□ 5.ホテル及びレストラン 

  □ 6.その他_____ 

四、 実習生の実習期間： 2019年 7月 3日より 2019年 8月 1日まで 

五、 実習生実習時間數：      時間(「８時間/日×日数」で計算) 

六、 実習生の実習種類： 

■1.国外夏休み期間(7-8月)  □2.企業実習(学期単位)   

□3.その他                                  

 



二、実習状況調査 

一、実習生の能力及び勤務態度の評価 

項   目 

1
非
常
に
悪
い 

2
悪
い 

3
普
通 

4
良
い 

5
非
常
に
良
い 

（一）専門能力（知識、技術） 

1. 仕事に対する専門知識。 □ □ □ □ □ 

2. 仕事に対する専門技術。 □ □ □ □ □ 

3. 外国語能力（日本語、英語）。 □ □ □ □ □ 

4. インターネット等からの情報処理応用能力 □ □ □ □ □ 

5. 複数の領域の内容を統合しあらゆる事態の適応する能力。 □ □ □ □ □ 

（二）共同作業に対する態度と能力（コミニュケーション能力） 

6. 問題の発見、分析、解決能力。 □ □ □ □ □ 

7. 学習意欲、向上心の高さ。 □ □ □ □ □ 

8. 革新的な能力。 □ □ □ □ □ 

9. 仕事の熟達能力 □ □ □ □ □ 

10. チームワークと人間関係。 □ □ □ □ □ 

11. 会話と筆記によるコミニュケーション能力。 □ □ □ □ □ 

12. 感情をコントロールする能力。 □ □ □ □ □ 

13. 落ち着いた態度と打たれ強い精神力 □ □ □ □ □ 

14. 環境適応能力。 □ □ □ □ □ 

（三）仕事に対する態度 

15. 仕事に対する熱心さとプロ意識の強さ。 □ □ □ □ □ 

16. 会社の規則を守る態度と職業道徳。 □ □ □ □ □ 

17. 品行方正な態度。 □ □ □ □ □ 

18. 出勤状況。 □ □ □ □ □ 

19.  

全体的に見て、本校の実習生は、上記のどの内容に関して、更なる強化が必要だと感じますか？ 

 

 □専門能力 （知識、技術）    □コミニュケーション能力      □仕事に対する態度 

 

 



二、実習生に関する全体的な評価 

1. 

全体的に見て、本学科の実習生が学校において学んだ専門知識技術と実習現場が要求する専

門知識技術はどの程度適合しますか？ 

□非常に合う   □大体合う   □普通   □あまり合わない  □全然合わない 

2. 

全体的に見て、本校の実習生の実習への評価はどれくらいですか？ 

□とても良い   □良い     □普通      □悪い   □とても悪い 

(とても悪いと書かれた場合は理由。：                                    ) 

三、本学科の教育目標と中心となる能力及び職場での能力の重要性への評価 

項   目 

1
全
く
重
要
で

無
い 

2
あ
ま
り
重
要

で
は
な
い 

3
普
通 

4
有
る
程
度
重

要 5
と
て
も
重
要

で
あ
る 

（一）畜産及びバイオテクノロジー学科の教育目標に関する評価（大学の教育に関する意見） 

1. 学生に畜産とバイオテクノロジーの素養を身に着けさせる。  □ □ □ □ □ 

2. 学生に理論と実践の素養を身に着けさせる。 □ □ □ □ □ 

3. 学生の視野を広げ、チームワーク精神と職業道徳を身に着けさせる。  □ □ □ □ □ 

4. 学生に生命や環境保全を重視する態度を教育する。  □ □ □ □ □ 

5. 学生の革新的開発の能力を養う。  □ □ □ □ □ 

（二）畜産及びバイオテクノロジー学科で学ぶ中心となる能力（大学の教育に関する意見） 

6. 動物の飼育管理の実践と改善の能力。 □ □ □ □ □ 

7. 畜産加工品生産の実践と改善の能力。 □ □ □ □ □ 

8. バイオテクノロジーの応用能力。 □ □ □ □ □ 

9. 科学技術の最新知識の吸収と産業動態分析の能力。 □ □ □ □ □ 

10. 専門分野でのコミニュケーション能力。 □ □ □ □ □ 

（三）本校学生の職場での能力（大学の教育に関する意見） 

11. 学習意欲、知識経験の吸収力の高さ □ □ □ □ □ 

12. 落ち着いた態度と打たれ強い精神力 □ □ □ □ □ 

13. チームワーク。 □ □ □ □ □ 

14. 専門の知識と技術。 □ □ □ □ □ 

15. 問題の発見、分析、解決能力。 □ □ □ □ □ 



16. 国際感覚と外国語能力。 □ □ □ □ □ 

17. 革新的な能力を有すること。 □ □ □ □ □ 

18. 仕事の熟達能力。 □ □ □ □ □ 

19. 会話と筆記によるコミニュケーション能力。 □ □ □ □ □ 

20. 複数の領域の内容を統合しあらゆる事態の適応する能力。 □ □ □ □ □ 

2 本校で目標にする 10大職場で必要とされる能力で最も重要な 3項目は、どれですか？ 

□  学習意欲、知識経験の吸収力の高さ     □  落ち着いた態度と打たれ強い精神力 

□  チームワーク                         □  専門の知識と技術。 

□  問題の発見、分析、解決能力。         □  国際感覚と外国語能力 

□  革新的な能力を有すること。           □  仕事の熟達能力 

□  会話と筆記によるコミニュケーション能力 

□  複数の領域の内容を統合しあらゆる事態の適応する能力。 

四、御社の人材募集の条件 

1. 人材募集をする際に、就活の際に学生が兼ね備えていると採用に有利になる経歴はどれ

だと思いますか？（複数回答可） 

□ 実務経験（実習）  □ ライセンス（資格）  □ サークル活動経験  

□ 卒業成績 □ コンテスト参加経験  □ 卒業制作 □ その他                             

2.もし本校の学生の就活に関する競争力を高めるには、下記のどのような内容を強化する

といいと思いますか？（複数回答可） 

□ 学校と企業の協力関係の強化  □ 産学合同の実務交流研究会の開催 

□ 学生の実務経験（或いは実習）の増加   

□ 学生に専門のライセンス取得を奨励する   

□ 専攻以外の学科等の履修強化（単位、補講、W学位等） 

□ 就活関連の指導やイベントの開催(講演会、情報説明会、先輩の体験談) 

3.将来的に、御社に欠員が出た際には、本校の学生に就業のチャンスをくれますか？ 

□ 非常にある □ ある □ どちらともいえない □ あまり無い □ かなり無

い 

~~~アンケート回答の協力、ありがとうございました。~~~ 

 


